
  

 

 

藤
原
京
遷
都
１
３
３
０
年 

持
統
８
（
６
９
４
） 

年
に
わ
が
国
で
初
め
て 

の
、
条
坊
制
に
基
づ
い 

た
都
が
、
奈
良
盆
地
の 

南
側
（
現
在
の
橿
原
市
、
桜
井
市
、
明
日
香

村
）
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
藤
原
京
」

で
す
。
条
坊
制
と
は
、
南
北
方
向
（
条
）
と

東
西
方
向
（
坊
）
の
直
線
道
路
を
碁
盤
の
目

状
に
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
区
画
し
た
仕

組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
新
益
京(

あ
ら

ま
し
の
み
や
こ)

」
と
表
記
さ
れ
る
藤
原
京
は

江
戸
時
代
に
賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
に
言
及

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
年
に
入
っ
て
よ
う
や
く
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ

ん
と
そ
の
全
容
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

 

実
は
日
本
の
正
史
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』

や
『
続
日
本
紀
』
に
は
「
藤
原
宮
」
と
い
う

記
載
は
あ
り
ま
す
が
、「
藤
原
京
」
と
は
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。「
藤
原
京
」
と
記
載
が
あ
る

の
は
『
万
葉
集
』
に
一
例
の
み
で
す
。「
藤
原 

   

 

京
」
と
は
、「
藤
原
宮
」
の
周
囲
に
作
ら
れ
た

京
と
い
う
こ
と
で
後
世
の
学
者
に
よ
っ
て
定

着
し
た
名
称
な
の
で
す
。
た
だ
こ
の
文
中
に

お
い
て
は
便
宜
上
、「
藤
原
京
」と
記
し
ま
す
。 

 

最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
東
西
・
南
北

共
に
約
5.3

㎞
四
方
の
都
で
あ
っ
た
と
い
う

説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
城
京

の
左
右
京
の
東
西
の
長
さ
は
約
4.3

㎞
、
南

北
は
約
4.7

㎞
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
説
が
正
し
け
れ
ば
平
城
京
を
上
回
る
大
き

さ
の
都
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

一
時
期
を
除
き
、
そ
れ
ま
で
の
宮
・
都
は

飛
鳥
の
地
に
置
か
れ
ま
し
た
。
た
だ
飛
鳥
の

地
は
盆
地
の
た
め
狭
く
、
儀
式
を
行
う
施
設

も
、
ま
た
多
く
の
人
々
が
住
む
た
め
の
場
所

も
十
分
に
確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

天
皇
を
頂
点
と
す
る
律
令
制
中
央
集
権
国
家

を
目
指
す
天
武
天
皇
に
と
っ
て
、
そ
の
象
徴

と
も
い
え
る
、
大
き
な
都
の
建
設
は
悲
願
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ 

う
。
残
念
な
が
ら
天
武
天 

皇
は
都
の
完
成
を
待
た
ず 

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま 

す
が
、
皇
后
で
あ
っ
た
持
統
天
皇
に
よ
っ
て

遷
都
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

春
過
ぎ
て 

夏
来

き
た

る
ら
し 

白
栲

し
ろ
た
へ

の 

衣
こ
ろ
も

乾 ほ

し
た
り 

天
あ
ま

の
香 か

具
山

ぐ

や

ま 

持
統
天
皇（
巻
１
・
２
８
） 

 

―
春
も
お
わ
り
夏
が
や
っ
て
来
た
ら
し
い
。

純
白
の
衣
を
乾
し
て
い
る
。
天
の
香
具
山

よ
。
― 

 

青
い
空
に
木
々
の
緑
、
香
具
山
に
か
け
ら

れ
た
白
い
衣
。
と
て
も
色
鮮
や
か
な
、
ま
る

で
絵
画
の
よ
う
な
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

衣
は
花
、
も
し
く
は
雪
を
た
と
え
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
が
、
歌
の
と
お
り
に
白
い
衣

と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
素
直
に
喜
び
つ
つ
、
戦
乱
や
政
争
を
乗
り

越
え
よ
う
や
く
訪
れ
た
平
和
な
今
の
自
分
の

治
世
を
亡
き
夫
に
誇
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
も

持
統
天
皇
の
心
の
中
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

こ
の
地
に
都
が
置
か
れ
て
１
３
３
０
年
。

今
も
私
た
ち
は
こ
の
場
所
に
立
っ
て
大
和
三

山
を
眺
め
、
往
時
の
人
々
に
想
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
藤
原
宮
跡
は
「
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」
と
し
て

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
世
界
文
化
遺
産

の
暫
定
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
、
令
和
８
（
２

０
２
６
）
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
春
は
桜
と
菜
の 

花
、
夏
は
ハ
ス
、
秋
は
コ 

ス
モ
ス
と
、
四
季
折
々
の 

景
色
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
多
く
の
人
々

が
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
万
葉
文
化

館
か
ら
も
車
で
10

分
程
度
で
す
の
で
、
当

館
に
お
越
し
の
際
は
一
度
足
を
延
ば
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
司
書 

藤
原
文
代
） 

※
万
葉
歌
及
び
口
語
訳
は
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文

付
』
に
よ
る
。 

〈
主
な
参
考
文
献
〉 

『
な
る
ほ
ど
「
藤
原
京
」
１
０
０
の
な
ぞ
』 

（
橿
原
市
他
編
／
柳
原
出
版
） 

『
飛
鳥
の
宮
と
藤
原
京 

よ
み
が
え
る
古
代

王
宮
』（
林
部
均
／
吉
川
弘
文
館
） 

『
都
城
藤
原
京
の
研
究
』 

（
竹
田
政
敬
／
同
成
社
） 

万
葉
図
書
・
情
報
室
だ
よ
り
66
号 

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
。 

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。 

開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時
半 

休
館
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）・
年
末
年
始
・
展
示
替
日 

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
…
白
黒 

１
枚
10
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ラ
ー
１
枚
50
円 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
万
葉
図
書
・
情
報
室 

 

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥
10 

 
 

０
７
４
４
‐
５
４
‐
１
８
５
０
（
代
） 
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